
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2013年11月30日 

兄弟姉妹の皆様へ 
 

名古屋よりご挨拶申し上げます。無事日本へ帰国しました。 

今回のフィリピンへのミッション旅行は、計画されたものではありませんでしたが、神様が命じ

て行かせてくださいました。（2013年11月20日～27日） 
 

・報告 
 

月曜日‐11月18日、名古屋にて日本福音自由教会中部地区の牧師ミーティングを持ちました。最

近フィリピンを襲った超大型台風について話をしました。フィリピンのセブ島におられるプリス

コ牧師に電話し、現況について問い合わせました。プリスコ師によると、リーチ・グローバルの

チームが被災地の状況を調べるため現地に向かっているとのこと。台風による被害状況の調査や

救援物資配布のためにすでに現地に入っている人々もいるとのこと。被災地、特に被災した福音

自由の教会や教会員支援のために必要な情報がすべて得られ次第、フィリピンにてミーティング

を持つこととした（予定としては11月20日(水)）。 
 

中部地区は、私（訳注・ソリート師）を遣わすことを即断しました。派遣の主な目的は次のとお

り： 

1. 献金を持参する（中部地区・インマヌエル・北名古屋） 

2. フィリピンでのミーティングに、中部地区の代表として参加する 

3. 現地で直接情報を得る 
 

水曜日夜‐セブへ出発 

 台風30号（英語名：ヨランダ）による犠牲者について、我々の支援

団体とのミーティングを持ちました（写真：フィリピン福音自由教

会本部にて）。現在の支援団体は次のとおりです：リーチ・グロー

バル、フィリピン福音自由教会（EFCP）、日本福音自由教会

（EFCJ）、アライアンス・ミッション、日本国際飢餓対策機構（FH）。ミーティングの結

果は、援助活動の第二段階「再建」についてです。第一段階は救援活動です。 
 

木曜日‐私の姪とそのいとこたちに会えました。彼女たちはタクロバン在住ですが、一時的にセ

ブ島に避難しています。台風30号による、姪自身の被災体験を聞き、

心が揺さぶられました。姪たちがみな無事で安堵しています。 
 

金曜日‐タクロバンへ移動。目的は次のとおり： 

1. タクロバンにいる私の兄家族と叔母家族への援助。FHから吉田

知基兄が同行されました。また、カナダ福音自由教会から献品

された浄水器を持ち込み、1点は私の兄弟に、残り４点はサ

マール島のサム牧師に譲渡しました。無事だった兄・義姉と抱

き合えたことがこの日一番印象に残ったことでした。他の親戚

とも会うことができ、喜びに満ちた日でした。翌日、叔母の家にて家族でデボーションの

時も持ちました。詩篇４６篇１～３節・１０節を読みました。 

Tom instructing my 
brother in installing 
the water purifier 

Meeting at EFCP 
headquarters 
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 タクロバン空

港 

2. 私の教会の教会員のいとこで、タクロバン在住のMarcie Ramirez姉を探すこと。翌日会うことができ、救

援物資を渡しました。Marcie姉とその家族のためにも祈りました。 

  

 

 

 

 

 

 
 

土曜日‐東サマールへ移動。目的は次のとおり： 

1. サマール島、とくにボロンガンにあるいくつかの教会への援助 

2. サム師へ何らかの援助をすること、友となること 

3. ヘルナニ（もっとも被害のひどかった地域の一つ）の状況を視察すること 

サム師やこれらの地域の兄弟姉妹たちと連絡がつかないまま、現地へ向かうこととなりました。タクロバ

ンのバスターミナルで、一人のクリスチャン婦人と出会いました(主を賛美します！) この婦人、

Arcie姉はGeoff師（カインタ町ヴィスタヴェルデにある福音自由教会の牧師）の元クラスメートで

す。Arcie姉が私たちに同行してくださり、ボロンガンの人々の元へ着きました。彼らは私たちがここ

にいることに驚いていました。到着は午後10時頃、雨が降っており、地域一体は完全に停電していま

した。私たちはモンテス宅に泊まりました。 
 

日曜日‐ワールド・ハーベスト・フェローシップの兄弟姉妹への支援 

1. ボロンガン・ワールド・ハーベスト・フェローシップにて説教しました。 

2. メイドロンにてサム師とその家族に会いました。ここはボロンガン・ワールド・ハーベストによるもう

一方のアウトリーチ（支援）教会です。サム師は私たちと会って驚いていました。ともに短くデボー

ションの時を持ち、インマヌエル教会の日本語教会学校のこどもたちからの寄せ書き届けました。皆

にとって感動的で喜びにあふれた時となりました。 

3. サム師がヘルナニ地域をぐるっと案内してくれました。言葉にできないほどの状況でした。コミュニ

ティのほとんどすべての人たちが家を失っていました。近くの墓地も被災していました。強い波に

よって田んぼまで流されてしまった墓石もいくつかありました。ココナッツの木はほとんどすべて流

されていました。その中で、人々の前向きなスピリットに私は感銘を受けました。クリスマスが確か

に近づいていることを皆に思い出させようと、道端にクリスマスツリーまで立てられていたのです。 

4. ソーヤー浄水器を持ち込み、使い方を教えました。 

5. 夜は星々が空を多い、驚くべき光景でした。電気のない状況で、サム師と私は家の外で星を眺めなが

ら、互いに励まし合い、ドン・モーエンの”Our Father Who Art in Heaven”（天にいます私たちの父よ）

を賛美しました。サム師とその家族に会えたことは祝福でした。とても祝されました。サム師が自分

の家族や教会員、コミュニティーを助ける姿を見て、とても励まされました。彼は確かに神のしもべ

です。 

タクロバンで

の家族デボー

ション 

 

タクロバン・シティ 
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月曜日‐再びセブ島へ。長い移動になります。ヘルナニからタ

クロバン、タクロバンからオルモック、それからセブ島。私た

ちはオルモックからセブへのスーパーキャット（フェリー）の

復路チケットを持っていました。しかし、タクロバンに着いて

すぐ、キャンセル待ちから飛行機に乗ることができたのです。

主の計らいに感謝しました。フェリーだとオルモック経由で午

後10時か11時頃のセブ着になるところ、午後3時30分ころセブ島

に到着しました。 

 
 

火曜日‐セブ島の北にあるバンタヤ

ン島へ。目的は次のとおり： 

1. クリス・アシロム師に同行 

2. 救援物資の配布 

3. 状況調査と人々への援助 

午前4時頃出発して午前9時頃バンタ

ヤン島に到着しました。移動は

陸路と海路です。地域を回り、ク

リス師の知り合いであるバプテス

ト教会の牧師に会いました。被災

者家族の家屋再建に必要なココ

ナッツ材をカットするのに、リー

チ・グローバルが提供したチェー

ンソーが役立てられていました。

クリス師が御言葉の分かち合いを

し、私が人々のために祈りをささ

げました。午後7時頃セブ市の

フィリピン福音自由教会本部に到

着しました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水曜日‐名古屋へ出発。午前11時の飛行機でセブからマニラ

へ、マニラから乗継便にて名古屋へ。午後7時頃名古屋に到

着。空港にて私の家族全員が迎えに来てくれました。３人の

こどもたちはみな私に飛びついてきました。とても良い時で

した。 
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 感謝 

1. 台風30号による大変な被害を受けた人々を助け、神様

が彼らになしてくださっていることを実際に見るこ

とができた。 

2. 現状を変えるために手をとりあって協力している私た

ちのネットワークを確認できた。 

3. 援助の手を差し伸べる国際コミュニティの存在を見て

感動した。 

4. セブ島滞在中の宿泊についてプリスコ師・リナ姉ご夫妻に感謝。 

5. 旅費を賄ってくれた日本福音自由教会中部地区に感謝。 

 6. 私を送り出してくれたインマヌエル教会の兄弟姉妹に感謝  

 

 

 
 
 

 祈りの課題 

1. 再建段階でのフィリピン福音自由教会と支援ネットワークによる働きのために。 

2. サム・アベリア師とその家族のために。師は、ヘルナニおよび近隣コミュニティ

にて援助・復興の働きをリードしておられます。今のところ必要なもの：木材、

鋼板屋根、釘、発電機、懐中電灯、蚊帳。現在、一時的に休校中のこどもたちや

若い人たちのためにもお祈りください。 

3. クリス・アシロム師のために。師はバンタヤン島にて援助活動をリードしておら

れます。この救援・再建の働きは当地域の教会開拓につながります。今のところ

必要なもの：木材、釘、鋼板屋根、蚊帳、おそらくチェーンソーの追加も必要。 

4. 次に援助活動に向かう一団のために：FH、アライアンス・ミッション、リーチ・

グローバル。 

5. カート・サバン兄のために。12月3日に援助活動のためフィリピンへ向かわれま

す。 

6. ジュン・サバテ師のために。最近受けられた手術から回復しつつあり、今度の1月

にフィリピンに行かれる予定です 
 

お祈りを感謝します。神様からの祝福が皆さまの上にありますように。 
 

主にあって 

ニーニョ・ソリート 
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